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1. 序論  植物育種では、細胞組織への遺伝

子導入後の個体再生が必要不可欠であるが、ア

サガオなど組織からの個体再生が困難な種も

多数存在する。著者らは、未熟胚からの個体再

生が可能なアサガオに着目し、プラズマ処理に

より未熟胚への遺伝子導入し、個体再生をする

方法を検討している。本研究では遺伝子導入を

想定し、プラスミドとほぼ同じ分子サイズの蛍

光分子の導入を試みた。 

2. 実験方法  図1 に実験の概略図を示す。

標的にはアサガオ未熟胚を用いた。導入物質は

蛍光分子(FITC-Dextran: 2 MDa)を用いた。未熟

胚を3.5 cmディッシュに静置し、未熟胚から約

1 mm直上に電極を配置した。印加電圧を変化

させプラズマ処理を行った後、FITC溶液を10 

μl 滴下し一定時間静置した。流水で洗浄し、顕

微鏡にて蛍光観察を行った。 

3. 結果と考察  図2にプラズマ処理後の未

熟胚の蛍光観察結果を示す。図より、プラズマ

未処理と処理時間が比較的短いサンプル(条件

A)では、バックグラウンド以外で殆ど蛍光は確

認できないが、処理時間の長いサンプル(条件

B)では蛍光を確認した。本結果より、未熟胚へ

の分子導入はプラズマ処理時間に依存性があ

ることが示唆された。導入が確認できた条件B

の処理時間は、過去に導入に成功したタバコカ

ルス[1]と比べて長い処理時間が必要となった。

これは、アサガオ未熟胚はタバコカルスより表

面が物理的に硬く、プラズマの電気的または化

学的要因が分子導入機構に作用するまでに時

間を要したためと考えられる。 

4. 結論  プラズマ処理によるアサガオ未熟

胚への2 MDaのFITC-dextran導入を試みた結果、

タバコカルスで導入を確認した処理時間以上

で導入を確認した。 
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Fig.1 Schematics of plasma treatment. 
 
 

Fig. 2 Fluorescence observation results of FITC-Dextran.  
(Left: Brightfield, Right: Darkfield) 

 

GND Electrode

3.5cm Dish

Embryo

High Voltage(HV)

Power Supply

Gap length: 1 mm

Electrode

(a) Brightfield

(b) Darkfield

0.5 mm 0.5 mm

0.5 mm 0.5 mm

0.5 mm

0.5 mm

Control

(Without Plasma)

Treatment time: 

Short

Treatment time:

Long

第67回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2020 上智大学 四谷キャンパス)13a-A201-9 

© 2020年 応用物理学会 06-046 8.4


